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はじめに 
 

本書に含まれる内容は予告なく変更される場合があります。 

株式会社ニューテックは、本書に記載された製品の適合性、暗黙の保証、運用における損

害、及び、本書の使用に関連した損害について責任を負いかねます。また、本製品は、日

本国外、軍事目的、原子力設備で使用されないことを前提としております。 

株式会社ニューテックは、本書に記載された製品へ記録されたデータについて、その消失・

誤記録における責任を負いかねます。 

(データのバックアップは、システム管理者の責任において実施が必要です。) 

本書は、著作権によって保護された情報を含んでおり、本書のいかなる部分も、株式会社

ニューテックの書面による許可の無いまま、コピー、再版、他言語への翻訳を行ってはい

けません。 

 

株式会社ニューテック 

〒105-0013 

東京都港区浜松町 2丁目 7-19 KDX 浜松町ビル 

http://www.newtech.co.jp 

 

Copyright© 2020,Newtech Co.,Ltd. All rights reserved. 

 

 

 

 

本書利用者の前提条件 
 

本書は、コンピュータ装置の運用管理技術を有し、本書に記載された製品を利用するため

の、コンピュータ OS(基本ソフト)のインストール及びシステム変更の知識、及び、安全な

運用や発生する問題を解決できる人を前提としています。 

http://www.newtech.co.jp/
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この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が死亡、または重症

を負う可能性が想定される内容を示しています。 

 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が傷害を負う可能性

が想定される場合及び物的損害の発生が想定される内容を示しています。 

この記号は、強制（必ずすること）の行為であることを示します。具体的

な強制内容をこの記号の中や近くに絵や文章で示します。 

この記号は、注意（警告を含む）をうながす内容があることを示します。

具体的な注意喚起内容をこの記号の中や近くに絵や文章で示します。 

この記号は、禁止（してはいけないこと）の行為であることを示します。

具体的な禁止内容をこの記号の中や近くに絵や文章で示します。 

 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が死亡、または重症

を負う危険が切迫して生じる場合が想定される内容を示しています。 

本製品は水を使う場所や湿気の多い所で使用しないで下さい。 

火災や感電、故障の原因となります。 

本製品やコンピュータ本体から煙が出たり異臭がした場合は、直ちに電源

を切り、電源コードをコンセントから抜いて下さい。 

すぐに販売店または弊社サポート窓口までご連絡下さい。 

そのまま使用すると火災や感電、故障の原因となります。 

本製品の内部に水などの液体や異物を入れないで下さい。 

万一入った時は、すぐに電源コードを抜いて販売店または弊社サポート窓

口までご連絡下さい。 

本製品の分解、改造、修理をお客様ご自身で行わないで下さい。 

本製品や火災や感電、故障の原因となります。 

安全にお使いいただくために 
 

本製品を安全にお使いいただき、ケガや機器の障害を未然に防止するために、以下の注意

事項を良くお読み下さい。 

表示の意味 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警告 
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注意 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本製品に添付又はオプションのケーブル、コネクタ以外はご使用にならな

いで下さい。 

火災や感電、故障の原因となります。 

ぬれた手で電源プラグを触らないで下さい。 

火災や感電、故障の原因となります。 

電源プラグの端子にほこりや金属物が付着したままご使用にならないで下

さい。 

火災や感電、故障の原因となります。 

万一付着している場合は、良く拭き取ってからご使用下さい。 

電源プラグはコンセントの奥まで確実に挿し、アースを取ってご使用下さ

い。 

火災や感電、故障の原因となります。 
※本製品ではアース付きの３端子タイプの電源プラグを使用していますが、一時的にアース線付き 

 の３端子－２端子変換アダプタを使用する場合も必ずアース線を接続してご使用下さい。 

本製品の上に乗ったり、物を乗せたりしないで下さい。 

機器が故障や、倒れてケガの原因になります。 

リチウム電池の取り扱いについては、次のことを必ず守って下さい。 

本装置の内蔵バッテリには、リチウム電池が使われています。取り扱い

を誤ると、発熱、破裂、発火などの危険があります。 

・ 充電、電極除去、分解をしない 

・ 加熱、焼却をしない。 

・ 電池は水にぬらさない 

・ 子供が飲み込んだりしないように、十分注意する 

・ リチウム電池を廃棄する場合は、地方自治体の条例、または規制に従

ってください。 

・ バッテリの極性（＋、－）を正しく取り付けること。間違えると発熱、

破裂、発火などの危険があります。 
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NTC Mirror Monitor(Windows 用)の使用方法 

 

本書は、ミラードライブ(ニューテック製ミラー装置)搭載 Windows モデルの製品を対象にしています。 

 

1. 概要 

NTC Mirror Monitor は、ミラードライブ(ニューテック製ミラー装置)の状態を監視、及び操作するアプリケーシ

ョンです。Windows サービス下で監視を行い、状態の変化を Windows イベントログに記録、またポップアップウィ

ンドウにて情報を通知することができます。 

 

1-1.ミラードライブの状態監視 

このプログラムは、ミラードライブの状態（通常モードからデグレードモード、デグレードモードからリビルド

モード等）を設定されたステータス取得間隔で監視を行います。 

 

1-2.ミラードライブの状態監視間隔 

ミラードライブの状態を監視する間隔を(5 秒/10 秒/30 秒)から選択することができます。初期設定は 10 秒です。 

 

1-3.Windows イベントログの記録 

ミラードライブの状態監視において、状態変化を検出した場合などに結果をWindowsイベントログに記録します。 

 

1-4.ポップアップウィンドウ表示による状態通知 

ミラードライブの状態監視において、状態変化を検出した場合などに、ポップアップウィンドウを表示して通知

します。このポップアップウィンドウは表示/非表示とウィンドウを表示している時間を設定することができます。

初期設定では全て表示、ウィンドウを自動で消さない設定になっています。 

 

1-5.ミラードライブの状態表示と操作 

監視しているミラードライブや組み込まれている HDD の情報を確認することができます。また、このプログラム

は、以下のミラードライブの設定及び操作を行うことができます。 

 

- ミラードライブのベリファイ実行要求の発行 

- ミラードライブのベリファイ停止要求の発行 

- ミラードライブのベリファイ終了要求の発行 

- ベリファイスケジュール設定 

 

2. NTC Mirror Monitor のインストール/アンインストール 

インストール/アンインストールには管理者権限が必要になります。 

UAC を有効にしている環境において、ビルトインの Administrator 以外の管理者権限を持つユーザーで実行した場

合、以下の確認画面が表示されます。 

操作を続行する場合は“許可”をクリックして下さい。 
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2-1.インストール 

NTC Mirror Monitor(以下、モニタプログラム)をインストールする際には、NTCMirrorMonitor_setup.exe をクリ

ックして下さい。 

 

注：上書きインストールはサポートされていません 

 

以下の画面が表示されます。 

 
ここで選択した言語はインストール中のメッセージで使用される他、モニタプログラムの言語としても使用され

ます。本書では、日本語を選択した場合で説明を行います。 

 

言語を選択したら“OK”を押してください。 

以下の画面が表示されるので、“次へ”を押してください。 
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ここでは、インストール先のディレクトリを指定できます。 

 

 
 

インストール先を指定したら、“次へ”を押してください。 

以下の画面が表示され、インストールを行う準備ができました。 
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“インストール”を押すと、インストールが開始されます。 

 

以下の画面が表示されればインストールは完了です。 

 
 

インストールが完了するとモニタプログラムは自動で起動し、監視を始めます。 

 

2-2.サイレントインストール 

コマンドプロンプトにて、サイレントインストールを行う場合のパラメータを以下に示します。いくつかのパラ

メータは必須のものがあるので注意してください。 

 

- /VERYSILENT: サイレント動作を指定(必須) 

- /SP-: インストール時の確認ウィンドウを無効化(必須) 
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- /LANG: インストールする言語を指定。指定なしの場合は日本語がインストールされます。(日本語=jp, 

英語=en) 

- /DIR: インストール先のディレクトリを指定。指定なしの場合はプログラムフォルダにインストールさ

れます。(サブディレクトリは作成されません) 指定したディレクトリがない場合は自動で作成されま

す。 

 

例)言語を日本語で C:\TOOLS\NTCMirrorMonitor にサイレントインストールを行う 

> NTCMirrorMonitor_setup.exe /VERYSILENT /SP- /LANG=jp /DIR="C:\TOOLS\NTCMirrorMonitor" 

 

2-3.アンインストール 

スタートメニューの NTCMirrorMonitor からアンインストールのショートカットを選択するか、プログラムの追加

と削除から実行します。 

 

アンインストールを実行すると以下の確認メッセージが表示されます。 

 
 

“はい”を押すとアンインストールが開始されます。モニタプログラムが動作中である場合は自動で終了させた

後に処理が行われます。 

 

以下のメッセージが表示されればアンインストールは完了です。 

 

 
 

2-4.サイレントアンインストール 

コマンドプロンプトにて、サイレントアンインストールを行う場合、必須パラメータを一つ渡すことで、実行す

ることができます。 

 

- /VERYSILENT: サイレント動作を指定(必須) 

 

例) サイレントアンインストールを行う場合はこのコマンドを実行してください。 

> unins000.exe /VERYSILENT 
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3. NTC Mirror Monitor の使用方法 

3-1.サービストレイの操作 

モニタプログラムをインストールすると、サービストレイにアイコンが加わります。 

 

 

<モニタプログラムのアイコンの意味> 

 : ミラードライブの監視を行っていません。 

 : ミラードライブの監視を行っています。（異常なミラードライブは在りません） 

 : ミラードライブの監視を行っています。（異常なミラードライブが在ります） 

 : ミラードライブの監視を行っています。（ミラードライブがパソコンに接続されていません） 

 : ミラードライブの監視サービスが実行できない状態にあります。 

 

※ アイコンが“ ”になっている場合、パソコンに接続されているミラードライブいずれかのステータスが“異

常”になっています。ドライブの交換等を行い、ミラードライブのステータスを“正常”に保つことをお勧めし

ます。 

 

3-2.サービスの開始・停止 

※モニタプログラムの操作（開始/停止）には管理者権限が必要です。 

 

アイコンを右クリックするとポップアップメニューが出ます。 

 
 

インストール直後は、自動でモニタプログラムが起動され監視サービスが開始されている状態になっています。

一時的に監視サービスを停止したい場合は“監視を停止する”をクリックしてください。監視サービスを再開し

たい場合は、“監視を開始する”をクリックしてください。 

モニタプログラムのアイコン 

監視サービスの開始・停止 
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(1)監視サービスの開始 

 

正常に監視サービスが開始できた場合、以下のメッセージが表示されます。 

 
 

監視サービスがすでに開始している場合、以下のメッセージが表示されます。 

 
 

監視サービスが開始できなかった場合、以下のメッセージが表示されます。 

 
 

監視サービスが起動しているか、正しい権限を持っているか、インストールが正常に完了したか、などを確認し

て下さい。 

 

(2)監視サービスの停止 

 

正常に監視サービスが停止できた場合、以下のメッセージが表示されます。 
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監視サービスがすでに停止している場合、以下のメッセージが表示されます。 

 
 

監視サービスが停止できなかった場合、以下のメッセージが表示されます。 

 
監視サービスが起動しているか、正しい権限を持っているか、インストールが正常に完了したか、などを確認し

てください。 

 

3-3.状態表示と操作ウィンドウ 

ポップアップメニューの“RAID 情報表示”をクリックすると、監視している の情報を表示したウィ

ンドウが表示されます。 

アイコンをダブルクリックすると、監視している の情報を表示したウィンドウが表示されます。 

監視サービスが停止している場合、“RAID 情報表示” を選択できません。 
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複数のミラードライブを監視している場合は、ミラードライブごとにタブページで分けられます。 

 

※エラースキップリビルドが発生していた場合、RAID 情報のステータスには[正常 (エラースキップ発生)]と表示

されます。 

 

3-3-1.[ファイル]メニュー 

[ファイル]メニューでは以下の操作が可能です。 

 

 

RAID 情報ウィンドウの表示 
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(1) ミラードライブの情報を更新する 

“情報更新”をクリックすると、監視インターバルによる次の状態チェックを待たずにミラードライブの状態を

チェックすることができます。情報更新は全てのミラードライブに対して行われます。 

 

※本機能を使用した時点から再度インターバルを計測しはじめます。 

 

 

(2)ウィンドウを閉じる 

RAID 情報ウィンドウを閉じます。 

 

3-3-2.[編集]メニュー 

[編集]メニューでは以下の操作が可能です。 

 
(1) ポップアップ表示設定 

この設定は、状態変化のポップアップウィンドウの表示/非表示とポップアップウィンドウの表示時間を変更する

ことができます。 

 

 
 

“表示設定”はステータスごとに設定が可能で、チェックが入っている場合は表示、入っていない場合は非表示

になります。 

 

“表示時間”は（消さない/30 秒/60 秒/90 秒/120 秒)から選択できます。 

状態変化のポップアップウィンドウに関しては“5.4 状態変化のポップアップについて“を参照してください。 

 

初期設定は以下のようになっています。 

 

 表示設定 表示時間 

正常 有効（チェック有） 消さない 

リビルド 有効（チェック有） 消さない 

異常 有効（チェック有） 消さない 

 

(2)監視インターバル（チェック間隔）の設定 

この設定は、監視サービスにおいて、ミラードライブの状態をチェックする間隔を変更することができます。 
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“ステータス取得間隔”は（5秒/10 秒/30 秒）から選択できます。 

設定直後に監視サービスはミラードライブの状態をチェックし、新たに設定された間隔で監視を行います。 

 

初期設定は“10 秒”に設定されています。 

 

(3)ベリファイスケジュール設定 

この設定は、設定された日時に自動でベリファイを開始するスケジュール機能の日時を設定することができます。 

 

 
 

“設定有効”のチェックボックスはスケジュール機能の有効/無効を選択できます。日時の設定は以下のように行

うことができます。 

 

毎週設定 → (日曜/月曜/火曜/水曜/木曜/金曜/土曜) + 時間（時分） 

毎月設定 →（1～31 日）+ 時間（時分） 

 

※毎月設定において、指定した月に指定日が存在しない場合は月末に自動的に調整されます。（例:）毎月 31 日

23:00 の設定で 4月の場合、4月 30 日 23:00 にスケジュールが設定されます。 

 

設定された日時に、監視サービスが停止していた、またはコンピュータの電源が切れていた場合はベリファイを

開始せず、次の日時が自動で設定されます。 

 

初期設定は“無効”で次回のベリファイ実行時間が設定されていません。 

 

3-3-3.[実行]メニュー 

[実行]メニューでは以下の操作が可能です。 
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(1)ベリファイの開始 

表示されているミラードライブにベリファイの開始要求を発行します。 

このメニューはミラードライブのステータスが“正常”でないと選択できません。 

 

(2)ベリファイの停止 

表示されているミラードライブにベリファイの停止要求を発行します。 

実行後、ベリファイは一時停止状態となります。 

この状態でベリファイの開始を選択すると停止中の LBA から再開します。 

このメニューはベリファイ実行状態でないと選択できません。 

 

(3)ベリファイの終了 

表示されているミラードライブにベリファイの終了要求を発行します。 

実行後、ベリファイは強制的に終了し、次にベリファイの開始を選択した場合には最初の LBA から開始となりま

す。 

このメニューはベリファイ実行状態でないと選択できません（停止中も含む）。 

 

(4)ブザー鳴動停止 

表示されているミラードライブにブザーの停止要求を発行します。 

このメニューは DIP SW でブザーが有効になっている場合のみ選択できます。 

無効になっている場合はグレー表示となり選択できません。 

 

3-3-4.[ヘルプ]メニュー 

[ヘルプ]メニューでは以下の操作が可能です。 

 
 

 

(1)ヘルプを開く 

プログラムのヘルプファイルを開きます。 
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(2)バージョン場情報の表示 

プログラムのバージョン情報ウィンドウを表示します。 

 
この場合のバージョン番号は “1.4.12.0” です。 

 

3-4.状態表示のポップアップについて 

 

 

 

 

)  
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名称 説明 備考 

  ミラードライブ   

RAID  ミラードライブ  1

 

RAID  ミラードライブ  / / /

 

0   / /  

1   

 

ポップアップウィンドウの表示/非表示や表示時間の設定はポップアップウィンドウの設定にて行うことができ

ます。 

 

表示時間の設定が“消さない”になっている場合、“閉じる”をクリックするか“情報表示”をクリックするこ

とでウィンドウを閉じることができます。 

 

表示時間の設定が（30 秒/60 秒/90 秒/120 秒）のいずれかになっている場合、ポップアップウィンドウ表示から

設定時間が経過するとポップアップウィンドウは自動で閉じられます。 

 

また、“情報表示”をクリックすると RAID 情報ウィンドウが表示されます。 

(1) 正常状態 

ミラードライブの状態が“正常”の状態に変化した際に表示されます。 

 

 
 

※初回の状態チェックでミラードライブの状態が“正常”な場合、ポップアップウィンドウは表示されません。 

 

リビルド状態から正常状態にミラードライブの状態が変化した際に、エラースキップリビルドが発生していると

以下のポップアップウィンドウが表示されます。 

 
 

(2)リビルド状態 

ミラードライブの状態が“リビルド中”の状態に変化した際に表示されます。 



15 

 

 
 

 

  

(3)異常状態 

ミラードライブの状態が“リビルド停止中”または“異常”の状態に変化した際に表示されます。 

 

[リビルド停止中]の状態に変化 

 
 

[異常]の状態に変化 

 
 

また、監視していたミラードライブが検出できなくなった場合は以下のポップアップウィンドウが表示されます。 
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3-5.Windows イベントログへの記録について 

モニタプログラムはサービス開始時や、ミラードライブの状態変化を検出した際に、それらの情報を Windows の

アプリケーションログに記録します。 

 

 

 

 

記録されるイベントログの一覧は以下の通りです。 

検出できなくなった

ミラー装置の情報 
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ID 番号 概要 種類 内容 

10 監視サービスの開始 情報 Windows サービスにて監視が開始した 

20 監視サービスの終了 情報 Windows サービスにて監視が終了した 

100+N ステータス変更（正常） 情報 ミラードライブの状態が「正常」になった 

200+N ステータス変更（リビルド中） 情報 ミラードライブの状態が「リビルド中」になった 

300+N ステータス変更（リビルド停止中） 警告 ミラードライブの状態が「リビルド停止中」になった 

400+N ステータス変更（異常） 警告 ミラードライブの状態が「異常」になった 

500+N 新しいミラードライブを検出 情報 新しいミラードライブの監視を開始した 

600+N ミラードライブがいなくなった 異常 監視していたミラードライブが検出できなくなった 

700+N スケジュールベリファイ開始 情報 スケジュール設定により、ベリファイが開始された 

800+N スケジュールベリファイスキップ 警告 

スケジュール設定の時刻を超過していた、またはミラードラ

イブの状態が「正常」でなかったため、次回予定が設定され

た。 

1000+N エラースキップリビルド発生 警告 リビルド元にリードできないセクタがあった 

※ N: 物理ドライブ番号（0～5） 

 
イベントログの ID 番号はベースとなる番号と物理ドライブ番号を足した値になります。 

 

4. メール通知スクリプトの使用方法 
Windows のタスクスケジューラ機能で NTC Mirror Monitor が残す Windows イベントログを検知し、そこから起

動される PowerShell スクリプトによって、ミラードライブの状態変化をメール通知することが可能です。 

 

4-1.設定方法 

事前に、使用するメールサーバを利用するために必要な情報を入手しておいてください。 

初期設定では、タスク実行時に使う Windows ユーザーアカウントは Administrator になっています。メール送

信で SMTP 認証を使う場合は、ユーザーアカウント Administrator でサインイン(ログイン)してから設定をおこ

なってください。 

エクスプローラ等から、ディレクトリ C:\Newtech\NTCMirrorMonitor にある、configure.cmd を実行してくださ

い。 

スクリプトが実行され、以下のようなメニュー形式の画面が表示されます。各項目左端の文字をキー入力して、

表示される指示に従い設定を行ってください。 

 

NTC Mirror Monitor Send Mail Script: Configuration Menu 

[E]: Enable Email Notification: N 

[S]: Sender Email Address: 

[T]: Recipient Email Address: 

[C]: Recipient CC Address: 

[B]: Recipient BCC Address: 

[V]: SMTP Server: 

[P]: Port Number: 25 

[L]: Enable TLS: N 

[A]: SMTP Authentication: N 

[U]: SMTP Account: 

[I]: Post Event IDs: 10, 20, 100+N, 200+N, 300+N, 400+N, 500+N, 600+N, 700+N, 800+N, 1000+N 

[M]: Send Test Mail:  

[Q]: Quit 

Press the key in [ ] to change item 

 

必要な項目を設定したら、テストメールを送信し、送信先アドレスに届いていることを確認してください。 

テストメールで確認が終わったら、Q をキー入力して設定を終了してください。 

ID 番号"401"のイベントログが記録されていた。 

 ⇒ ベース番号"400" + 物理ドライブ番号"1" 

 ⇒ 物理ドライブ番号"1"のミラードライブにて、「異常」への状態変化を検出した。 

 

ID 番号"703"のイベントログが記録されていた。 

 ⇒ ベース番号"700" + 物理ドライブ番号"3" 

 ⇒ 物理ドライブ番号"3"のミラードライブにて、スケジュール設定によりベリファイが開始された。 



18 

 

4-2.各項目について 

メニューの各項目について、選択する内容、入力する値について説明します。 

 

[Enable Email Notification] 

メール通知の有効・無効を Y か N で設定します。Y でメール送信を行います。初期値は N になっています。有

効にした後は、他の必要な項目を設定し、テストメールで正しく設定されているか確認してください。 

 

[Sender Email Address] 

送信元のメールアドレスを入力します。メール送信を行う場合、この項目の設定は必須です。 

 

[Recipient Email Address] 

送信先のメールアドレスを入力します。メール送信を行う場合、この項目の設定は必須で、少なくとも 1つのメ

ールアドレスが必要です。アドレスを複数設定することも可能です。 

 

[Recipient CC Address] 

CC で送信するメールアドレスを入力します。アドレスを複数設定することが可能です。 

 

[Recipient BCC Address] 

BCC で送信するメールアドレスを入力します。アドレスを複数設定することが可能です。 

 

[SMTP Server] 

SMTP メールサーバのアドレスを入力します。メール送信を行う場合、この項目の設定は必須です。 

 

[Port Number] 

SMTP メールサーバで使用するポート番号を入力します。25 か 587 を入力します。初期設定は 25 です。 

送信元が接続されている LAN の外に利用する SMTP メールサーバがある場合、通常 OP25B (Outbound Port 25 

Blocking) が設定されているので、ポート番号 25 では SMTP メールサーバに到達する前にメールが破棄されて

しまいます。その場合、サブミッションポートの 587 に設定する必要があります。 

SMPTS による暗号化で使用するポート番号 465 は、.NET Framework でサポートされていないため、設定できま

せん。暗号化は次項目の Enable TLS で設定します。 

 

[Enable TLS] 

STARTTLS による暗号化の有効・無効を Y か N で設定します。Y で暗号化メール送信を行います。 

 

[SMTP Authentication] 

利用するメールサーバでの SMTP 認証の有効・無効を Y か N で設定します。Y で SMTP 認証を有効にします。

次項目の SMTP Account が入力されていない場合、続いて入力表示がされますので、アカウントを入力してくだ

さい。 

SMTP 認証を有効にした場合、その後「Windows PowerShell 資格情報の要求」というダイアログボックスが表示

されます。パスワードの部分に SMTP 認証用のパスワードを入力してください。 

SMTP メールサーバ側で、パスワードの変更が行われた場合は、この項目でパスワードを再入力してください。 

 

SMTP 認証のパスワードは、サインイン(ログイン)した Windows ユーザーアカウントによって暗号化され、保存

されます。別のアカウントからは復号できません。初期設定では、タスクスケジューラがタスク実行時に使う 

Windows ユーザーアカウントは Administrator になっています。それが、この設定時のユーザーアカウントも 

Administrator にする理由です。設定に別のユーザーアカウントを使用したい場合は、タスクスケジューラの 

NTCMirrorMonitorSendMail というタスクの、タスク実行時に使うアカウントもあわせて変更してください。 

 

[SMTP Account] 

SMTP 認証を行うアカウントを入力します。SMTP 認証を行う場合、この項目の設定は必須です。 

 

[Post Event IDs] 

NTC Mirror Monitor が記録する Windows イベントログの各イベント ID に対して、メール送信の有効・無効を Y 

か N で設定します。Y で該当イベント ID が記録されたときにメール送信を行います。初期値は、すべてのイベ

ント番号が有効です。イベント番号の詳細については、「3-5.Windows イベントログへの記録について」を参照

してください。 
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[Send Test Mail] 

テストメールの送信を試みます。送信先アドレスにメールが届いていることを確認してください。 

 

[Quit] 

設定スクリプトを終了します。 
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